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児童を対象とした「強み」介入の効果検証

Effectiveness of Strengths based Intervention for Children

, u o

　近年，我が国の児童においては，いじめ，不登校，暴力，

社会性の不足，学習意欲の低下，生活習慣の乱れなど様々

な問題が頻発しており，児童が抱える問題は深刻さを増す

ばかりである。そのため，これらの問題そのものへの対処

とは別に，予防に目を向けることが重要である。例えば，ポ

ジティブ心理学的介入（ ）は予防の一助となりえ，そ

の中でも近年は「強み（St en t ）」の介入が注目されて

いる。

　「強み」とは，「思考，感情，行動に反映されるポジティ

ブな特性」と定義されている（ , ete on,

Sel m n, 2004）。「強み」に基づく介入は，強みの認識，

強みの活用，ポジティブ感情の増加，抑うつ・不安やネガ

ティブ感情の低減と関連することが示されている。しかし，

我が国においては「強み」に基づく介入の検証はまだ少な

く，さらには，一予防対策として全体的予防介入を学校全

体で行うことはまだ緒についたばかりである。

　本研究では，児童を対象に，「強み」介入を実施し，その

効果検証を行う。

：５年生の児童を対象に，タブレットを用いた「強み」

介入を実施し，強みの認識，活用の強化，また学校エンゲ

イジメント，およびストレス反応に及ぼす影響を検証する。

：５年生３クラス中，１クラスを介入群（28名），１ク

ラスを統制群（29名）に割り当てた。介入群の児童は，あ

らかじめ質問紙調査によって，上位５つの強みを特定した。

介入内容は，（１）児童それぞれ５つの強みから，１日の中

で活用した強みにチェックをすること，（２）それらの強み

を活用することで１日の満足度を１～５段階で評価するこ

と，および（３）今日のよかったことを１～３つ記述する

こと，であり，毎日の帰り会においてタブレット端末に入

力を行わせた。介入期間は３週間であった。

介入前後で変化量を算出し，各変数につ

いて介入群と統制群間に差があるか否かを比較した。その

結果，強みの認識，強みの活用，感情的エンゲイジメント，

行動的エンゲイジメント，身体的反応，および不機嫌・怒

り感情において，介入群が統制群より有意に大きな正の変

化量を示した。以上の結果から，タブレット端末を用いた

「強み」介入は，自分がどのような強みを持っているのかを

認識し，学校や日常生活の様々な場面で，強みを活用する

機会を増加させたことがわかった。また，学校生活や学習

に対してのポジティブな感情や積極的な取り組みが増加し，

身体的ストレスや不機嫌・怒り感情が減少した。

全校児童を対象に，ワークシートを用いた「強み」

介入を実施し，強みの認識，活用の強化，また学校エンゲ

イジメント，およびストレス反応及ぼす効果を検証する。

全校児童572名を対象とした。５年生においては，

研究Ⅰタブレットによる介入を行った後に，研究Ⅱの

ワークシートによる介入を行った。ワークシートの内

容は，「（１）自分の強みをさがそう」，「（２）他の人の

強みを探そう」，「（３）自分の強みを増やそう」，「（４）

良かったことを振り返ろう」，「（５）感謝の気持ちを伝

えよう」，「（６）楽観してみよう」，「（７）熱意持って

やってみよう」，「（８）頑張りたいこと・やりぬきたい

こと」，「（９）全体の振り返り（復習）」，の９種類で

あった。

学年ごとに実施する強みワークシートの

内容が異なるものの，学年ごとに介入前後で比較を行った。

その結果，１年生では，強みの認識，強みの活用，感情的

エンゲイジメントの増加，およびストレス反応の低減が示

され，全学年の中で最も効果が見られた。研究Ⅱでは，特

に児童のストレスの軽減に有益であったことが窺えた。

　介入を行った児童の感想としては，「感謝の気持ちを伝え

やすくなった」などの気持ちのポジティブな変化，さらに

は「自分の強みや得意なことがわかってよかった」などの

強みの認識に関して多く挙げられた。

　本研究では，児童を対象にタブレット端末を用いた「強

み」介入，ワークシートを用いた「強み」介入，２種類の

介入方法について概ね介入の効果が認められた。今後の展

望として，タブレット端末の介入においては，内容をさら

に充実し，他学年への適用も視野に入れること，またワー

クシートによる介入では，発達段階に合わせた内容につい

て，さらに学校現場で受け入れられやすい方法を模索する

必要がある。介入が普及されることが望まれる。
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音楽演奏専攻学生を対象としたヘルスプロモーション・プログラムの
開発および効果検証　－シンガポールにおける介入－

Health Promotion Program for Tertiary Music Students in Singapore:   

A pilot study
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運動フィールドにおける生体信号採取による熱負荷の早期察知方法の開発

, e

論

　体温調節の大きな目的は、核心温度を一定に保つことで

ある。通常の場合、様々な体温調節反応により核心温度は

一定に保たれている。しかし、周囲環境の温度、労働や運

動といった身体活動による温熱負荷などによる影響を受け

る場合には積極的な体温調節が必要となる。体温調節反応

によって核心温度の維持が不可能となった場合、深部温度

は上昇し、熱中症をはじめとした高体温障害によって引き

起こされる様々な機能障害へと陥る。熱中症の予防には

様々な対策が行われてきているが、根絶には至らない。ま

た、確実な予防には深部体温、種々の生体データの測定に

よる身体の温熱状態の把握が必要となるが、現場での測定

は難しい。そこで本研究では測定の容易な心拍数（ ）に

よる温熱負荷の評価を行うことを目的とした。特に間欠運

動中の運動中断時における安静時の心拍数に着目し、この

安静時の心拍数（ m n）が身体の温熱状態を反映して

上昇することを仮説として実験を行った。

　被験者は健康な男子大学生11名（年齢, 23.8 ± 2.4 歳, 身

長 171.6 ± 3.6 m 体重, 62.74 ± 7.40 , 21.3 ±

2.2 m2）を対象とした。実験は、いずれも人工気候室

（早稲田大学所沢キャンパス110号館地下1階、 pe , 大

阪）内にて実施した。被験者は実験室に到着後、環境温度

25º の前室にて10分間の座位安静を取らせ、この安静の期

間中に、複数の生体信号センサーを装着した。測定項目は

心拍数（ ）、直腸温度（ e ）、鼓膜温度（ e ）、皮膚温

度（ ）とし、およびから温熱状態の指標である平均体温

（ ）を算出した。被験者は２試行の異なる環境条件での

実験を行った。それぞれの試行の環境条件は、環境温度

25º , 相対湿度30 （ 18.7 ± 0.3º ）のコント

ロール（ ）試行と環境温度35º , 相対湿度65 （

31.1 ± 0.1º ）の高温多湿（ ot n um ）試

行であった。２試行はランダムクロスオーバー法にて実施

した。運動は負荷漸増式の歩行、走行による運動を間欠的

に行うプロトコールとした。負荷漸増運動は５セット行い、

セット間には２分間の立位による休止をおいた。

　 では両試行において、運動に伴った上昇と中断後の

回復が見られた。 e では両試行において運動の継続に

伴った上昇が見られ、運動終了時には両試行において運動

開始時と比較して有意な上昇が見られた（p 0.001 p

0.001）。 , e , , e , m nについての条件間の比較

では 条件で、有意な高値を示していた。 m nと温熱

負荷を反映する指標の一つである の間で試行ごとの回

帰分析ではそれぞれ有意な回帰直線が得られた（ 試

行 0.024 0.087, p 0.001 試行 0.02

0.013, p 0.001）。また、分散分析の結果（交互作用, p

0.613 主効果, p 0.156）から、Δ m nと の関係は環

境条件によらず一定であることが示された。

　間欠運動中の休止時の心拍数が、運動の継続による温熱

負荷の増大に伴って増加することを仮説として実験を行っ

た。運動の継続による温熱負荷の増大とそれに伴った安静

時の心拍数の変化を明らかとするため、２分間の安静を挟

む、間欠運動を繰り返して実施した。また、環境温度25°

の 試行と環境温度35º の 試行の２試行での実

験により、環境条件の変化（環境温度の上昇）による温熱

負荷のさらなる増大とそれに伴った安静時の心拍数の変化

の比較を行った。また、 試行において環境による熱負

荷を増大させることで の上昇が亢進し、それに伴い安静

時心拍数の更なる上昇が確認された。試行ごとのΔ m n

とΔ の回帰分析の結果から 試行、 試行の両試行

で有意な回帰式が得られた。さらに試行間の比較からΔ

m nとΔ の線形関係は環境条件によらず一定である

ことが示めされた。また、以上の結果により、運動中断時

の安静時の が身体の温熱状態を反映することが示唆さ

れた。本研究の結果から簡便かつ非侵襲な測定から身体の

温熱状態の評価が可能となった。
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Verifying Reservoir Computing as a neural encoding 
model of time series information
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食物アレルギー児の保護者を対象とした
体験共有の有効性

The effectiveness of experience sharing for parents of food-allergic children

, n

　我国における食物アレルギー（ oo lle ：以下

と記す）の有症率は，乳児で５～10 （アレルギー疾患ガ

イドライン，2010）と高い値を示しており，この数値は年々

増加傾向にある（松原他，2018）。現行の 治療では，予

防的対処が基本とされ，患者は食生活を中心として生活の

あらゆる面で制限されている。そのため， 児のみならず

保護者にも大きなストレスを与えていることから（鈴木，

2013），保護者に対する心理的支援の必要性が強調されてい

る（ umm n et l.,2010）。しかし，我が国における

児の保護者のストレスを扱った研究は極めて少ない。欧米

では，保護者のストレス緩和の方法として，他者の実体験

に基づく情報を保護者間で共有することの有効性が確認さ

れている（ n et l., 2014）。このような体験共有は，保

護者にとって実践しやすい情報であるだけでなく，感情的

サポートの役割も果たす可能性がある。

　本研究では， 児の母親間で 対応に関する体験につ

いて共有することの有用性について検討する。

日々の 対応における保護者の実体験を明らかに

し，介入開発における基礎情報を得る。

０～24歳までの 患者の母親20名を対象として，そ

れぞれ60分程度の半構造化面接を実施し，（1） 対応で直

面するストレッサー，（2）対処行動，および（3）サポート

ニーズ，のそれぞれについて調査を行った。

八尾坂他（2018）を参考にして，逐語録に基づいた

質的記述的分析を行った。その結果，ストレッサーとして

【治療要因】，【食生活要因】，【園・学校要因】，【親要因】，

【社会的活動要因】の５カテゴリが抽出された。これらのス

トレッサーに対するコーピングについては，〈外食の際は

ファミリーレストランを利用する〉など全69コードを先の

５カテゴリに当てはめた。その後， u u （1985）のス

トレスコーピング理論を理論的背景として問題焦点型と情

動焦点型に分類した結果，ほとんどが問題焦点型のコーピ

ング内容であった。支援ニーズは，体験者との情報交換が

半数の対象者（n 10）から確認された。

児の保護者におけるストレッサーは，子どもの発

達段階に応じて変化した。また，問題焦点型コーピングが

多いことから，保護者は子どものために 対応に執着する

あまり，自分自身の感情的側面に注意が向いていないこと

がわかった。

研究1の知見をもとに， 対応に関する e 事例集

を開発し，その有効性について量的・質的に検討する。

（1）対象者： 児の保護者31名（介入群21名，

統制群10名），（2）手続き：介入群に対し，一週間の間 e

事例集を公開した。（3）事例集の内容：子どもの各発達段

階別にそれぞれストレッサーと対処行動を提示した。情報

の見せ方は，ヘルスコミュニケーション（竹中，2015）の

視点を盛り込んだ。（4）調査：介入前後で質問紙調査を実

施し，両群の得点を比較した。その後，参加者の一部に，介

入の感想に関するインタビュー調査を行った。

介入前後の調査の平均点を対応のないt検定を行った

結果，精神的健康度と 関連の感情的苦痛に有意な群間差

が認められた。また，対象者全員が内容に共感したと回答

した。質的調査の結果，本事例集は保護者にとって， 児

が将来成長後に遭遇し得る事柄について知る機会となるこ

とがわかった。

児の保護者にとって本事例集は，自身の感情に目

を向ける機会となり，他者の体験に共感することで感情的

サポートとなることが示唆された。また，多年代の子ども

に関する情報は，情報的サポートとして有効であった。

　 児の保護者にとって，体験共有は情報的・感情的サ

ポートとしてストレス緩和に一定の効果があった。しかし，

介入期間が短かったために，充分な効果が得られなかった。

今後は，より長期的な観点で介効果を検討する必要がある。

本研究では， 児の保護者自身がストレスとうまく付き

合っていけるよう，体験共有による情報的・感情的支援を

強化する必要性が明らかになった。

　本研究は，早稲田大学「人を対象とする研究に関する倫

理委員会」の承認を得て実施された（承認番号：2019 115）。
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後頭頂葉への経頭蓋直流電気刺激が
上肢選択意思決定に与える影響

The Effect of tDCS to Posterior Parietal Cortex 

on The Hand Selection for Reaching

, ento

　あるターゲットに対して左右どちらの上肢でリーチする

かという上肢選択意思決定は日常的に無意識に行なってい

る意思決定の１つである。 の先行研究より、ターゲッ

トに対してリーチする上肢を事前に決めておく条件と比較

して上肢を自己選択する条件では、リーチ直前の後頭頂葉

（ ）の活動が増加し、さらに左右 の活動はそれぞ

れ対側上肢の選択と強い相関が報告されている。また、同

様の課題を用いて、ターゲット呈示から100m 後のリーチ

直前に、頭蓋磁気刺激 S を用いて左 に単発刺激を

与えると右上肢の選択が減少した一方で、 への単発刺

激では上肢選択に影響を認めなかったと報告されている。

このことより、左 が上肢選択直前の神経プロセスに関

与していることが示唆された。一方で、上肢選択の脳内ネッ

トワークにおける左右 それぞれの関与については明

らかとなっていない。また、上肢選択に対する左右 の

非対称な関与についても検証する必要がある。

　経頭蓋直流電気刺激（t S）を用いて左右 の皮質

興奮性をそれぞれ一過的に促進または抑制することで、上

肢選択への影響を検証した。

　対象は健常成人16名、右利きの者とした。実験課題はス

クリーン上の左右均等な９つの位置にランダムに出現する

ターゲットに対し、どちらか一方の手を選択して可能な限

り素早くリーチする課題を実施した。t Sは、左右の

にそれぞれ陽極と陰極電極を配置し、2m の強度で、10分

間刺激を行った。課題は刺激前、刺激中、刺激後の３ブロッ

クに分けて実施した。解析にて、左右手の選択が50 とな

る位置（ S t e po nt o u e t e e u l t ）を同定

した。反応時間は、 S の近傍のターゲット呈示位置3点の

各中央値を平均し算出した。各刺激条件において、刺激実

施前の S および反応時間と実施中、実施後の S および

反応時間を比較した。

　結果は、左 陰極・右 陽極刺激条件において、 S

は刺激前と比較して刺激後に有意に右側に変位し（p

0.01）、左手を選択する範囲が増加した。反応時間は、刺激

前と比較して刺激後に有意に短縮した（p 0.05）。左

陽極・右 陰極刺激条件では、有意な S および反応時

間の変化を認めなかった。

　選択に関して、 Sで示された研究結果と同様に左後頭

頂葉に優位な関連が示唆された。このことから、上肢選択

に対して非対称な脳内ネットワークが関与している可能性

が示唆された。また、反応時間は、左陰極・右陽極条件刺

激において刺激後に有意に短縮した。これは、t Sにより

左右 の神経活動に早期にコントラストを付けたこと

により、左右手の選択にかかる脳内の処理コストを下げた

可能性が考えられた。

論

　後頭頂葉への左陰極・右陽極同時刺激は左手の選択を増

加、右手の選択を減少させ、反応時間を短縮する。

図：左陰極・右陽極条件刺激における右手の選択率の変化

図：左陽極・右陰極条件刺激における右手選択率の変化
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The novel gene Nwd1 regulates cerebral cortex
 development through purinosome formation
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